
2022年度福島県立博物館利用案内

〒965-0807  会津若松市城東町1-25
HP https://general-museum.fcs.ed.jp/
e-mail  general-museum@fcs.ed.jp

Fukushima Museum

※（　　）内は20名以上の団体料金　　※中学生以下は無料です。
ふくしま教育週間（11月1日（火）～11月7日（月））中は、高校生の企画展観覧料が無料となります。
（11月7日（月）は休館日のため除く）

●企画展観覧料 企画展開催中はこの観覧料で常設展もご覧いただけます。（会期中有効）

●年間パスポート／有効期限：ご購入日より1年間　料金：2000円
　　　　　　　　　  販売場所：福島県立博物館受付カウンター
　※当館の常設展・企画展を何回でもご覧いただけます。（企画展は福島県立博物館主催のみ有効）
　※パスポートのご使用は氏名欄に署名されたご本人に限ります。他人へ譲渡または貸与
　　することはできません。
●友の会／友の会にご入会いただきますと、『友の会会報』や広報紙『なじょな』等の送付
　などの特典が受けられるほか、古文書愛好会、化石・鉱物探検隊、考古学倶楽部、仏像を
　研究し旅する会といったサークル活動にご参加いただけます。
●レストラン　営業時間：9:30～16:30　※博物館開館日のみ営業
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福島県立博物館

●開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）
●休 館 日／毎週月曜日（月曜日が祝日・振替休日の場合は火曜日）
　　　　　　 祝日の翌日（土・日にあたる場合は開館）
                   ただし、5/6（金）・8/12（金）・11/4（金）は開館
                   6/28（火）・12/20（火）は館内整備休館日
                  12/28（水）～1/4（水）は年末年始休館日
　　　　　　 詳しくはカレンダーをご覧ください。
●常設展観覧料／一般・大学生：280円（20名様以上の団体の場合は220円）
　　　　　　　　高校生以下：無料
※こどもの日5/5（木・祝）、県民の日8/21（日）、敬老の日9/19（月・祝）、文化の日11/3（木・祝）
　は、すべての方の常設展観覧料が無料です。
※学校教育に基づく活動として観覧する場合の大学生および引率者、公民館等の団体は、
　事前の申請（観覧日の3営業日前まで）により、常設展料金の減免措置が受けられます。
　観覧料免除申請書は当館ホームページよりダウンロードの上ご利用ください。

◉アンモナイト合戦  ～アンモナイトVS同時代の生き物たち～　
   4月23日（土）～6月26日（日）
◉新選組展2022  ー史料から辿る足跡ー　
   7月23日（土）～9月19日（月・祝）
◉林原美術館名品展  名君の大名文化～岡山池田家と会津　武、その華と志～
　 10月7日（金）～12月4日（日）
◉写真展  福島、東北 写真家たちが捉えた風土／震災
     2023年1月21日（土）～3月19日（日）

お問い合わせ TEL0242-28-6000 FAX0242-28-5986

福島県立博物館

Fukushima Museum
福島県立博物館

車椅子使用者用駐車場　博物館西側「鶴ケ城三の丸口」バス停そば：2台
　　　　　　　　　　　一般駐車場内博物館入り口側：3台　
　　　　　　　　　　　※ご不明の点はお問合せください。

■JR会津若松駅から約3km　タクシーで約10分
■会津若松駅から　まちなか周遊バス「ハイカラさん」で約20分 （鶴ヶ城三の丸口下車すぐ）
　　　　　　　　　まちなか周遊バス「あかべぇ」で約30分 （鶴ヶ城三の丸口下車すぐ）

展覧会名

800円（640円）
800円（640円） 800円（640円）無料 無料

一般・大学生

高校生

会期

企画展
アンモナイト合戦
～アンモナイトVS
同時代の生き物たち～

企画展
新選組展2022
ー史料から辿る足跡ー

企画展
林原美術館名品展
名君の大名文化
～岡山池田家と会津　
　武、その華と志～

企画展
写真展　福島、東北
写真家たちが捉えた
風土／震災

4月23日(土)
～6月26日(日)

7月23日（土）
～9月19日(月・祝)

10月7日(金)
～12月4日(日)

2023年1月21日（土）
～3月19日（日）

1300円（1000円） 1300円（1000円） 800円（640円）

企画展

2022年度
催し物案内
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講座いろいろ　
楽しく福島を学び体験する講座のラインナップ。

ポイント展ミニ解説会・テーマ展解説会
各ポイント展・テーマ展をより深く知る解説会。
開催日はご確認ください。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変更になる場合があります。
※開催日時ほか詳細はホームページ及び広報紙「なじょな」をご覧ください。

キッズ・ファミリー向けイベント
小さなお子様も楽しめる「こどもミニミニはくぶつかん」（5月、8月）や「博物館
でもよみきかせ」（4月～11月の第2土曜日）など。

2022年度ミュージアムイベント 
季節を楽しむイベントを博物館で。

2022～2023 カレンダー
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6月　   ◉昔話とふるさとの民謡 ～唄と琴にのせて～
8月　  ◉会津磐梯山市民盆踊り
　　    ◉ナイトミュージアム
12月　◉クリスマスコンサート
2023年3月　◉会津の彼岸獅子

表紙：クラスペディテス（ロシア産　当館蔵）

■特別講座
「詩人のいる博物館」
詩人の和合亮一さんをホストに、毎回ゲストをお招きして開催しています。
全3回。
■自然史講座
「アンモナイトをさがそう」ほか
春の企画展「アンモナイト合戦」関連講座。

■民俗講座
民俗ミニ映画会「記録映像で見るふくしまの暮らし」
ふくしまの民俗を全4回シリーズの映像でお届けします。

■考古学講座
「縄文土器をつくろう」「勾玉・ガラス玉をつくろう」ほか
体験を通して古代人の暮らしにせまろう！

■美術講座
「美術放談」ほか
美術分野学芸員がテーマに沿って思うところを語らいます。第4金曜日、全6回。

■保存科学講座
「壬申検査150年　正倉院宝物の保存の歴史を学ぼう！」
明治時代の文化財保護について学べます。

■災害分野講座
「震災遺産を考える」ほか
当館が収集してきた震災遺産から災害のこと、地域のことを考えます。

■歴史講座
「はじめてさんの古文書講座」「かじったさんの古文書講座」
初心者から経験者まで楽しめる古文書講座です。
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春の企画展

アンモナイト合戦 ～アンモナイトVS同時代の生き物たち～
会期：4月23日（土）～6月26日（日）
アンモナイトはその特徴的な形から人気のある化石です。福島県でも浜通りから
多くのアンモナイトが発見されています。
この企画展では国内外のアンモナイトだけでなく、同時代の生き物についても
紹介します。アンモナイト同士や他の生き物と、生存競争という名の合戦を繰り
広げた３億年を想像する機会にしたいと考えています。

夏の企画展

新選組展2022 ―史料から辿る足跡―
会期：7月23日（土）～9月19日（月・祝）
主催：新選組展2022福島会場実行委員会（福島県立博物館、福島民友
新聞社、福島中央テレビ）、読売新聞社
新選組は1863(文久3)年に結成された浪士組を母体とし、
京都守護職をつとめた会津藩主松平容保に属して京都の治
安維持を担いました。また近年では、尊王攘夷実現のため
積極的な政治活動を行っていたことが指摘されています。
戊辰戦争では旧幕府側に立って最後まで戦い、東北、函館へ
と転戦し激動の時代を生きました。
本展では会津藩との関係性にも注目しながら、隊士の書簡
や所持品、当時を伝える絵画・古文書などの豊富な資料から
新選組の足跡を辿ります。

冬の企画展　　　　

写真展　福島、東北　写真家たちが捉えた風土／震災
会期：2023年1月21日（土）～3月19日（日）
震災後から昨年度まで世界各地を巡回した写真巡回展「東北　風土・人・くらし」
出品作品120点が国際交流基金から福島県立博物館に寄贈されました。日本を
代表する10組の写真家による写真作品群から一部を公開します。あわせて、震災
後福島を拠点に福島の復興、変化を追いかけ、福島に向きあい続けている新進気鋭
の写真家3名の作品を展示し、震災から10年を経た福島の姿をご紹介します。

秋の企画展
林原美術館名品展・福島民報社130周年記念
名君の大名文化 
～岡山池田家と会津　武、その華と志～
会期：10月7日（金）～12月4日（日）
主催：名君の大名文化展実行委員会
            （福島県立博物館、福島民報社、福島テレビ）

能装束
菊橘文縫箔
（林原美術館蔵、重要文化財）サブディコトモセラス（南相馬市産　南相馬市博物館蔵） クリオセラス　（フランス産　当館蔵） 刀　銘 和泉守兼定　土方歳三佩用（土方歳三資料館蔵）　　　　　　　　　　　　　　　　　　提供：土方歳三資料館

斎藤一(藤田五郎)写真
（個人蔵・当館寄託）

畠山直哉「気仙川2003年8月23日」
（当館蔵・国際交流基金寄贈）

岩波友紀「請戸の田植踊」
（個人蔵）

岡山藩主池田家に伝来した武具や能装束、婚礼調度などの名品は、
現在、岡山市の林原美術館に収蔵され、林原家収集品とあわせ質の
高い大名文化を伝える稀有なコレクションとして知られています。
池田家の文武を伝える名品を福島で展示することによって、岡山

藩と会津藩の関わりを多角的に
探るとともに、幕末・戊辰の動乱
により会津藩では形として残らな
かった大名文化に思いを巡らせ
ます。
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短刀　無銘 正宗
（名物九鬼正宗）

（林原美術館蔵、国宝）

ポイント展／収蔵品を中心に、特別に公開する資料などを1点から紹介する小規模展です。テーマ展／特定のテーマに基づいて収蔵品を中心に紹介する小～中規模の展示です。

よみがえる南郷刺し子の世界
4月5日（火）～5月29日（日）　エントランスホール

桧枝岐の歌舞伎衣装
4月15日（金）～8月14日（日）　部門展示室　民俗

福島県近代医学教育150年記念
人物シリーズ①松平容大の種痘
4月29日（金・祝）～6月30日（木）　総合展示室　近・現代

人物シリーズ②伊達政宗と会津攻め
7月1日（金）～8月31日（水）　総合展示室　中世

ふくしま草食恐竜展
7月23日（土）～9月2日（日）　部門展示室前

友の会化石鉱物探検隊ミニ成果展
8月2日（火）～9月19日（月・祝）　エントランスホール

軍事郵便が繋いだ絆
8月6日（土）～10月14日（金）　総合展示室　近・現代

古墳から見つかったお経
9月1日（木）～10月7日（金）　総合展示室　古代

人物シリーズ③会津藩の歴史編纂と山川兄弟
9月1日（木）～10月30日（日）　総合展示室　近・現代

器から探る古墳時代のくらし
10月22日（土）～11月25日（金）　総合展示室　古代

みんなの震災遺産
7月23日（土）～9月25日（日）　展示ロビー

人物シリーズ④保科正之の遺言
11月1日（火）～12月27日（火）　総合展示室　近世

鉄道と地域の発展
11月19日（土）～2023年1月20日（金）　総合展示室　近・現代

人物シリーズ⑤上杉景勝とふくしま
2023年1月5日（木）～2月28日（火）　総合展示室　中世

ふくしまの蕨手刀
2023年2月11日（土）～3月19日（日）　総合展示室　古代

伊達政宗花押

水晶

山川浩写真

古墳時代の住居跡

飯坂温泉・霊山パンフレット

上杉景勝花押

蕨手刀（復元）
提供：福島県文化財センター白河館

刺し子半纏（南郷刺し子会製作）

テーマ展
美しき刃たち　会津編
会期：2023年2月25日（土）～4月2日（日）
展示場所：部門展示室　歴史・美術
数多く活躍した会津の刀匠の中でも抜きんでて
世に名を馳せたのは三善長道と古川兼定です。
福島県立博物館の収蔵品を中心に、両者を含む
会津の刀匠たちによる作をご紹介します。会津
の技と美意識の結晶を間近でご覧ください。

テーマ展
白磁の系譜 ～会津本郷焼、一重孔希～
会期：4月16日（土）～5月29日（日）
展示場所：部門展示室　歴史・美術
陶器と磁器の両方を作ってきた会津本郷焼。本展
では会津本郷焼の白磁に注目し、磁器生産の歴史
とあわせて、近代～現代に活躍した窯元や作家の
作品をご紹介します。

一重孔希作 「白磁縁取花彫文皿」
（当館蔵・合資会社大和川酒造店寄贈）
提供：北方風土倶楽部

テーマ展
新種！ワニ祖先の化石
会期：4月23日（土）～6月26日（日）
展示場所：収蔵資料展示室
昨年12月に発表された新種のワニ祖先の化石が、
ついに福島県初公開になります！かっこよくて、
美しくて、恐ろしくて、おもしろくて、不思議な
ワニ。その起源、進化が最新研究で明らかになり
ます。

テーマ展
中ノ沢こけし  ～ふくしまの郷土玩具～
会期：8月16日（火）～10月30日（日）　
展示場所：部門展示室　民俗
皆さんも一度は目にしたことがあるでしょう、
東北の郷土玩具「こけし」。猪苗代の中ノ沢温泉
でも「たこ坊主」と呼ばれるこけしが作られて
きました。その独特な魅力と歴史をご紹介
します。

様々な中ノ沢こけし

テーマ展
祈りのふくしま６  ～会津の祈り、願い～
会期：6月4日（土）～7月10日（日）
展示場所：部門展示室　歴史・美術
仏都会津―。そう称されるほど会津には古く
から豊かな仏教文化が培われてきました。
会津に伝来する仏像、仏教絵画、仏具・工芸品
の名品をご紹介します。

白銅三鈷杵（恵日寺蔵・当館寄託、重要文化財） 脇差　銘 陸奥大掾三善長道（当館蔵・石山卓氏寄贈）
新種のワニ祖先化石、アンフィコティルス・マイルシ
提供：群馬県立自然史博物館

テーマ展
写真資料から見える会津の風景
～小滝清次郎民俗写真～
会期：11月1日（火）～3月19日（日）　
展示場所：部門展示室　民俗
かつて奥会津に当たり前にみられた手仕事や行
事、現在では廃村となった集落の風景など、南会
津町の登山愛好家・小滝清次郎氏の撮影した
すぐれた記録写真の数々を展示します。

凍み餅作り（旧田島町）

テーマ展
吉 祥　～会津のめでたいものたち～
会期：12月21日（水）～2023年2月12日（日）
展示場所：部門展示室　歴史・美術
恵比寿、大黒、寿老人。松に鶴。桐に鳳凰。松竹梅。
日本美術はめでたいもので満ちています。当館が
収蔵する美術資料から、吉祥をテーマとした会津
ゆかりの絵画作品や会津でつくられた工芸品
などを展示。会津のめでたいもの尽くしで新たな
年を寿ぎます。
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